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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力供給を受けて動作する撮像装置であって、
　被写体を撮像して記録媒体に記録する撮像手段と、
　バッテリから電力供給を受ける第１の電力受給手段と、
　ＵＳＢから電力供給を受ける第２の電力受給手段と、
　前記撮像手段により前記記録媒体に記録された画像データを読み出して、前記撮像装置
に接続された外部装置に転送する転送手段と、
　前記第１の電力受給手段により受けた電力を前記撮像手段を含む機能ブロックと前記転
送手段を含む機能ブロックに、前記第２の電力受給手段により受けた電力を前記転送手段
を含む機能ブロックに、それぞれ供給する電力供給手段と、
　前記第１の電力受給手段により受けた電力で前記撮像手段を含む機能ブロックと前記転
送手段を含む機能ブロックとを動作できる場合には、前記撮像手段を含む機能ブロックと
前記転送手段を含む機能ブロックとに前記第１の電力供給手段により受けた電力を供給し
、前記第１の電力受給手段により受けた電力では前記撮像手段を含む機能ブロックと前記
転送手段を含む機能ブロックとを動作できない場合でかつ、前記第２の電力受給手段によ
り受けた電力により前記転送手段を含む機能ブロックを動作できる場合には、前記転送手
段を含む機能ブロックに前記第２の電力受給手段により受けた電力を供給し、前記撮像手
段を含む機能ブロックには前記第１の電力受給手段により受けた電力を供給しないよう前
記電力供給手段を制御する制御手段と、
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を有することを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）規格（ＵＳＢ１．１（非特許文献１参照）
、ＵＳＢ２．０（非特許文献２参照）など）又はこれに類似する規格に準拠した通信イン
ターフェースを有する撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＳＢ（Universal Serial Bus）規格（ＵＳＢ１．１（非特許文献１参照）、ＵＳＢ２
．０（非特許文献２参照）など）は、ＰＣ（パーソナルコンピュータ）と周辺機器との間
の通信インターフェースに関する規格である。以下、ＵＳＢ規格に準拠した通信インター
フェースをＵＳＢインターフェースと呼ぶ。
【０００３】
　ＵＳＢインターフェースは、Ｄ＋線、Ｄ－線、ＶＢＵＳ線及びＧＮＤ線用のコネクタを
有する。Ｄ＋線及びＤ－線は、データ通信用の電線であり、ＶＢＵＳ線及びＧＮＤ線は、
電力供給用の電線である。ＶＢＵＳ線は、１００ｍＡ～５００ｍＡの電流に制限されてい
る。
【０００４】
　ＵＳＢ規格には、バスパワードデバイス（bus-powered device）、セルフパワードデバ
イス（self- powered device）が規定されている。バスパワードデバイスとは、ホスト又
はＵＳＢハブからＵＳＢインターフェースを介して供給された電力で動作するデバイスで
ある。セルフパワードデバイスとは、自身の主電源（ＡＣ電源又はバッテリ）から供給さ
れた電力によって動作するデバイスである。
【０００５】
　ＵＳＢの電力管理に関する従来技術には、例えば、特許文献１がある。特許文献１には
、ホストの電力供給容量を超えるデバイスが接続されたとき、このデバイスの電力供給を
制限することが記載されている。
【特許文献１】特開２００１－７５６８２号公報
【非特許文献１】Universal Serial Bus Specification Revision 1.1, September 23, 1
998
【非特許文献２】Universal Serial Bus Specification Revision 2.0, April 27, 2000
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の撮像装置（デジタルビデオカメラ、デジタルカメラ等）は、消費
電力が高く、ＵＳＢインターフェースから供給される電力だけで動作することはできなか
った。つまり、従来の撮像装置は、バスパワードデバイスとして動作することはできなか
った。なお、このような問題は、ＵＳＢ規格に類似する規格に準拠した通信インターフェ
ースを有する撮像装置においても生じる問題である。
【０００７】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、バッテリからの電力が十分では
なく、ＵＳＢからの電力が十分である場合、限定された機能ブロックのみに電力供給を行
うようにするので、バッテリがない場合であっても、外部装置から撮像装置に装着されて
いる記録媒体の画像データへのアクセスを可能にした撮像装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の撮像装置は、上記の目的を達成するために、
　電力供給を受けて動作する撮像装置であって、



(3) JP 4502360 B2 2010.7.14

10

20

30

40

50

　被写体を撮像して記録媒体に記録する撮像手段と、
　バッテリから電力供給を受ける第１の電力受給手段と、
　ＵＳＢから電力供給を受ける第２の電力受給手段と、
　前記撮像手段により前記記録媒体に記録された画像データを読み出して、前記撮像装置
に接続された外部装置に転送する転送手段と、
　前記第１の電力受給手段により受けた電力を前記撮像手段を含む機能ブロックと前記転
送手段を含む機能ブロックに、前記第２の電力受給手段により受けた電力を前記転送手段
を含む機能ブロックに、それぞれ供給する電力供給手段と、
　前記第１の電力受給手段により受けた電力で前記撮像手段を含む機能ブロックと前記転
送手段を含む機能ブロックとを動作できる場合には、前記撮像手段を含む機能ブロックと
前記転送手段を含む機能ブロックとに前記第１の電力供給手段により受けた電力を供給し
、前記第１の電力受給手段により受けた電力では前記撮像手段を含む機能ブロックと前記
転送手段を含む機能ブロックとを動作できない場合でかつ、前記第２の電力受給手段によ
り受けた電力により前記転送手段を含む機能ブロックを動作できる場合には、前記転送手
段を含む機能ブロックに前記第２の電力受給手段により受けた電力を供給し、前記撮像手
段を含む機能ブロックには前記第１の電力受給手段により受けた電力を供給しないよう前
記電力供給手段を制御する制御手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の撮像装置によれば、バッテリからの電力が十分ではなく、ＵＳＢからの電力が
十分である場合、限定された機能ブロックのみに電力供給を行うようにするので、バッテ
リがない場合であっても、外部装置から撮像装置に装着されている記録媒体の画像データ
へのアクセスを可能にできるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、添付図面を参照して本発明の好適な実施の形態を詳しく説明する。
【００１２】
　［第１の実施の形態］
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係るデジタルビデオカメラ２００の構成を示すブ
ロック図である。
【００１３】
　図１において、１はバックアップ電源から供給された電力を入力する端子である。端子
１に入力された電力は、常にシステム制御部８に供給される。２は主電源（ＡＣ電源又は
バッテリ）から供給された電力を入力する端子である。３はＵＳＢインターフェース４か
ら供給された電力（バスパワーともいう）を入力する端子である。４はＵＳＢ１．１、Ｕ
ＳＢ２．０又はこれらに類似する規格に準拠したインターフェース（以下、ＵＳＢインタ
ーフェース）であり、Ｄ＋線、Ｄ－線、ＶＢＵＳ線及びＧＮＤ線用のコネクタを有する。
ＵＳＢ規格で規定されているように、Ｄ＋線及びＤ－線は、データ通信用の電線であり、
ＶＢＵＳ線及びＧＮＤ線は、電力供給用の電線である。５は電源検出部であり、主電源か
ら端子２に供給されている電力が十分であるか否かを検出する機能と、ＵＳＢインターフ
ェース４から端子３に供給される電力が十分であるか否かを検出する機能とを有する。６
は切り替えスイッチで、オンされたときに、主電源からの電源供給をこのデジタルビデオ
カメラ２００の電源とする。７は切り替えスイッチで、オンされたときに端子３からの電
力（バスパワー）をカード制御部１０、ＵＳＢ制御部１１、ＬＣＤ（Liquid Crystal Dis
play）制御部１２、ＬＣＤ部１４、文字信号生成部１５へのみ供給する。８はシステム制
御部で、このデジタルビデオカメラ２００全体の制御を実行している。このシステム制御
部８において、８０はＣＰＵ、８１はＣＰＵ８０により実行される制御プログラム等を記
憶しているメモリである。９は操作部で、使用者により操作される各種スイッチやキー、
及び表示部を有している。
【００１４】



(4) JP 4502360 B2 2010.7.14

10

20

30

40

50

　１０はカード制御部で、メモリカード２２に対してカメラ部２１で生成される映像信号
の記録を行ったり、メモリカード２２の内容を再生して、その再生信号を信号処理部１９
に渡してＡＶ端子２０へ出力したり、メモリカード２２の内容を再生して、その再生信号
をＬＣＤ制御部１２に渡してＬＣＤ部１４に表示出力したり、或はメモリカード２２の内
容を再生し、その再生信号をＵＳＢ制御部１１に渡してＵＳＢインターフェース４へ出力
するなどの制御を行う。１１はＵＳＢ制御部で、ＵＳＢインターフェース４から入力され
る信号の制御を行っている。１２はＬＣＤ制御部で、文字信号生成部１５から生成される
文字信号や、カード制御部１０から再生される信号や、メカ制御部１６からのテープ１８
の再生信号や、カメラ部２１からの撮像信号をＬＣＤ部１４へ出力する。１３はデジタル
ビデオカメラ２００のＣＶＦ（Color View Finder）部、１４はデジタルビデオカメラ２
００のＬＣＤ部１４である。１５は文字信号生成部で、文字信号を生成し、カード制御部
１０から再生される信号や、信号処理部１９からのテープ１８の再生信号や、カメラ部２
１からの撮像信号に、その文字信号をミックスして表示させる。
【００１５】
　メカ制御部１６は、テープ１８へ映像を記録したり、テープ１８からの映像信号を再生
するためにメカ部１７を制御する。メカ部１７は、実際にテープ１８へ映像を記録したり
、テープ１８から映像を再生するための制御を実行している。１８は磁気テープである。
信号処理部１９は、文字信号生成部１５から生成される文字信号や、カード制御部１０か
ら再生される再生信号や、メカ制御部１６からのテープ１８の再生信号や、カメラ部２１
からの撮像信号を、ＡＶ端子２０へ出力している。ＡＶ端子２０は、信号処理部１９から
の信号を出力する。カメラ部２１は、このデジタルビデオカメラ２００における撮影処理
を行うための信号を生成している。２３は電源部で、このデジタルビデオカメラ２００へ
の電力供給を制御して、各部へ電力を供給している。２５はＣＶＦ制御部で、カード制御
部１０から再生される再生信号や、メカ制御部１６からのテープ１８の再生信号や、カメ
ラ部２１からの撮像信号をＣＶＦ部１３へ出力している。２６はＵＳＢインターフェース
４に接続されるＵＳＢケーブルである。
【００１６】
　尚、図１において、３０はバックアップ電源により電力が供給されているブロックであ
る。３１はスイッチ７がオンのときに電力が供給されるブロックである。３２はスイッチ
６がオンのときに電力が供給されるブロックである。なお、スイッチ６がオンのときはブ
ロック３１及びブロック３２の両方に電力が供給されるため、デジタルビデオカメラ２０
０としての通常の動作が可能になる。
【００１７】
　図２は、第１の実施の形態のデジタルビデオカメラ２００とプリンタ１００とを直接接
続して印刷を行うための印刷システムの構成を説明する図である。
【００１８】
　図２に示すように、デジタルビデオカメラ２００１００とプリンタ１００とをＵＳＢケ
ーブル２６を介して接続した場合、プリンタ１００がホスト側でバスパワーを供給する側
である。またデジタルビデオカメラ２００はデバイスで、バスパワーの供給を受ける側と
なる。このようなＵＳＢ接続で、デジタルビデオカメラ２００からメモリカード２２に記
憶している画像情報をプリンタ１００に送信して印刷を行う。
【００１９】
　図３は、第１の実施の形態に係るプリンタ１００の構成を示すブロック図である。
【００２０】
　１３０はＵＳＢ１．１、ＵＳＢ２．０又はこれらに類似する規格に準拠したインターフ
ェース（以下、ＵＳＢインターフェース）である。１０４はＵＳＢ制御部で、前述のデジ
タルビデオカメラ２００のＵＳＢ制御部１１と同様に、ＵＳＢによる信号の授受を制御し
ている。１０８は画像メモリで、デジタルビデオカメラ２００から入力した符号化された
画像データや、その画像データを伸張したプリント画像等を記憶する。１０９は色調整回
路で、印刷する画像の色調整を行う。１１０は色調整回路で、印刷する画像の階調処理を
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行う。１１１はヘッドドライバ回路で、階調処理回路１１０から出力される画像データに
応じてプリンタヘッド１１７を駆動する。１１８は画像が印刷される記録紙を示している
。１１２はシステムコントローラで、このプリンタ１００全体の動作を制御している。１
１３はモータ駆動回路で、プリンタヘッド１１７を走査させるためのキャリッジモータ１
２２を回転駆動している。１１６はモータ駆動回路で、紙送り用のシートフィードモータ
１２３を回転駆動している。１１４は電源をオンにしたり、キー操作をするためのメイン
スイッチである。１１５は表示部で、このプリンタ１００に関する情報を表示する。１１
９は図示しない紙センサ等の出力に基づいて紙詰まり等を検知する紙ジャム検出回路であ
る。１３１はバスパワー供給部で、ＵＳＢインターフェース１３０にバスパワーを供給し
ている。ＵＳＢインターフェース１３０から供給されたバスパワーは、ＵＳＢインターフ
ェース４に入力され、デジタルビデオカメラ２００で使用される。１３２は各ブロックに
電源を供給する電源部である。
【００２１】
　尚、プリンタヘッド１１７には、インクを吐出するためのエネルギーを発生するエネル
ギー発生手段としてピエゾ素子などの電磁機械変換体を用いたもの、或は発熱抵抗体を有
する電気熱変換素子によって液体を加熱させるものなどがあるが、第１の実施の形態では
、熱エネルギーを利用（膜沸騰現象を利用）して液体を吐出させるインクジェット方式の
記録ヘッドとしている。
【００２２】
　図４は、第１の実施の形態に係るデジタルビデオカメラ２００において実行される電力
管理処理の手順を説明するフローチャートである。図４で説明する処理を実行するための
プログラムはシステム制御部８のメモリ８１に記憶されており、システム制御部８のＣＰ
Ｕ８０により実行される。尚、この処理を実行するシステム制御部８はバックアップ電源
から供給されるバックアップ電源により動作している。
【００２３】
　まずステップＳ１で、電流検出部５の検出結果を用いて主電源から端子２に供給されて
いる電力が十分であるか否かを判定する。主電源から端子２に供給されている電力が十分
である場合はステップＳ２に進み、スイッチ７をオフにし、次にステップＳ３でスイッチ
６をオンにする。これにより主電源からの電力が、このデジタルビデオカメラ２００全体
に供給されて、デジタルビデオカメラ２００として通常の動作が全て可能になる（ステッ
プＳ４）。
【００２４】
　主電源から端子２に供給されている電力が十分でない場合はステップＳ５に進み、ＵＳ
Ｂインターフェース４から端子３に供給されている電力が十分であるか否かを判定する。
ＵＳＢインターフェース４から端子３に供給されている電力が十分である場合はステップ
Ｓ６に進み、スイッチ６をオフし、次にステップＳ７でスイッチ７をオンする。これによ
り、ＵＳＢインターフェース４に供給された電力がスイッチ７を介して、システム制御部
８、操作部９、カード制御部１０、ＵＳＢ制御部１１、ＬＣＤ制御部１２、ＬＣＤ部１４
、文字信号生成部１５に供給される（ステップＳ８）。またスイッチ６がオフされること
により、カメラ部２１やテープ１８への画像記録を制御するブロック３２への電力供給が
停止される。
【００２５】
　図５は、バスパワーからの電力供給で動作している場合のＬＣＤ部１４に表示される画
面の一例を示す図である。
【００２６】
　この場合には、プリントするように選択された画像（４０１）及びプリント指示、プリ
ントキャンセルのためのボタン４０２，４０３が表示され、更に、バスパワードデバイス
として動作していることを示すメッセージ４００（バスパワーで動作している）を表示す
る。こうしてシステム制御部８は、デジタルビデオカメラ２００の使用者が操作部９を操
作して印刷や印刷設定以外の操作を禁止するとともに、デジタルビデオカメラ２００の使
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用者に対して、デジタルビデオカメラ２００の動作に制限をかけていることを通知する。
【００２７】
　次にステップＳ９に進み、操作部９を使用して、プリント画像が選択され、図５に示す
「プリント」ボタン４０２が指示されてプリント要求が入力されたかをみる。プリント要
求が入力されるとステップＳ１０に進み、その選択されている画像データのプリンタ１０
０への送信が開始される。ここでは、カード制御部１０に対してメモリカード２２に記憶
されている画像データの読み込み制御を行うように指示を出し、システム制御部８は、Ｕ
ＳＢ制御部１１に対して、カード制御部１０により読み取ったメモリカード２２の画像デ
ータをプリンタ１００で印刷可能なデータにしてＵＳＢインターフェース４からプリンタ
１００へ送信させる。ステップＳ１１で、画像データの送信が終了するとステップＳ１２
に進み、全画像データの送信が終了した旨がプリンタ１００に通知される。これによりプ
リンタ１００において印刷処理が開始される。
【００２８】
　又、前述のステップＳ５で、ＵＳＢインターフェース４から端子３に供給されている電
力が十分でない場合はステップＳ１３に進み、スイッチ６をオフさせる。そして次にステ
ップＳ１４に進み、スイッチ７をオフさせる。これにより、デジタルビデオカメラ２００
への電力供給が停止する。
【００２９】
　尚、このデジタルビデオカメラ２００から画像データを受信したプリンタ１００は、シ
ステムコントローラ１１２によりプリント画像を形成して画像メモリ１０８に格納し、プ
リントの色調整を行う色調整回路１０９、プリントの階調処理を行う階調処理回路１１０
、階調処理回路の出力画像をプリンタヘッド１１７に印加するヘッドドライバ回路１１１
、プリンタヘッドを移動させるモータ駆動回路１１３、紙送りのモータを駆動させるモー
タ駆動回路１１６を制御して、記録紙１１８にその指示された画像を印刷する。
【００３０】
　以上説明したように第１の実施の形態に係るデジタルビデオカメラ２００によれば、主
電源からの電力が十分ではなく、ＵＳＢインターフェース４からの電力が十分である場合
、限定されたブロックのみに電力を供給することができる。これによりデジタルビデオカ
メラ２００の主電源が無い状態でも、このデジタルビデオカメラ２００に装着されている
メモリカードに記録された画像をプリンタに出力して印刷することができるという効果が
ある。
【００３１】
　［第２の実施の形態］
　図６は、本発明の第２の実施の形態に係るデジタルビデオカメラ２００の構成を示すブ
ロック図で、前述の図１の構成と共通する部分は同じ記号で示し、それらの説明を省略す
る。
【００３２】
　図６において、電源検出部５は、主電源から端子２に供給されている電力が十分である
か否かを検出する機能と、ＵＳＢインターフェース４から端子３に供給される電力が十分
であるか否かを検出する機能とを有する。スイッチ７がオンされると、端子３から供給さ
れるバスパワーがカード制御部１０、ＵＳＢ制御部１１へ電力を供給する。ＬＥＤ６１は
、バスパワーのみでデジタルビデオカメラ２００が動作していることを使用者に示すため
に点灯される。６３はＣＶＦ＆ＬＣＤ制御部で、カード制御部１０から再生される信号や
、メカ制御部１６からのテープ１８の再生信号や、カメラ部２１による撮像信号をＣＶＦ
部１３やＬＣＤ（Liquid Crystal Display）部６４へ出力する。
【００３３】
　尚、図６において、６２はＵＳＢ接続によるバスパワー又は主電源により電力が供給さ
れるブロックを示し、６５は主電源からの電力により駆動されるブロックを示している。
【００３４】
　上記構成を有するデジタルビデオカメラ２００において、図７に示すように、デジタル
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ビデオカメラ２００とＰＣ３００とをＵＳＢケーブルを介して接続した場合、ＰＣ３００
はホストとなり、バスパワーを供給する側となる。またデジタルビデオカメラ２００はデ
バイスで、バスパワーの供給を受ける側となる。このように接続された状態で、ＰＣ３０
０からの指示により、デジタルビデオカメラ２００のメモリカード２２に対して画像デー
タの読み出し、及び書込を行うことができる。
【００３５】
　図８は、第２の実施の形態のデジタルビデオカメラ２００において実行される電力管理
処理の手順を説明するフローチャートである。図８で説明する処理を実行するためのプロ
グラムはメモリ８１に記憶されており、ＣＰＵ８０により実行される。
【００３６】
　まずステップＳ２１で、前述のステップＳ１（図４）と同様に、主電源から端子２に供
給されている電力が十分であるか否かを判定する。主電源から端子２に供給されている電
力が十分である場合はステップＳ２２に進み、スイッチ７をオフにし、スイッチ６をオン
にしてステップＳ２４に進み、主電源からの電力をデジタルビデオカメラ２００のすべて
のブロックに供給して、このデジタルビデオカメラ２００の機能を制限することなくデジ
タルビデオカメラ２００の動作実行可能とする。そしてステップＳ２５に進み、ＬＥＤ６
１を消灯して、デジタルビデオカメラ２００がバスパワードデバイスとして動作していな
いことを使用者に通知する。
【００３７】
　一方、主電源から端子２に供給されている電力が十分でない場合はステップＳ２６に進
み、前述のステップＳ５（図４）と同様に、ＵＳＢインターフェース４から端子３に供給
されている電力が十分であるか否かを判定する。ＵＳＢインターフェース４から端子３に
供給されている電力が十分である場合はステップＳ２７に進み、スイッチ６をオフにして
ブロック６５への電力供給を遮断し、ステップＳ２８でスイッチ７をオンにする。これに
よりバスパワーからの電力は、デジタルビデオカメラ２００のシステム制御部８、操作部
９、カード制御部１０、ＵＳＢ制御部１１（ブロック６２）にのみ供給され、デジタルビ
デオカメラ２００全体の消費電力を低下させる（ステップＳ２９）。そしてステップＳ３
０に進み、ＬＥＤ６１を点灯して、デジタルビデオカメラ２００がバスパワードデバイス
として動作していることを使用者に通知する。
【００３８】
　この状態でもステップＳ２４の通常動作の場合と同様に、システム制御部８は、ＵＳＢ
インターフェース４、ＵＳＢ制御部１１を経由して、ＰＣ３００よりメモリカード２２か
らの画像データの読み出し指示を受けると、カード制御部１０に対してメモリカード２２
の読み込み制御を行うように指示を出す。そして、カード制御部１０によりメモリカード
２２から読み取ったデータをＰＣ３００に送信可能なデータに変換し、ＵＳＢ制御部１１
によりＵＳＢインターフェース４から出力することができる。
【００３９】
　また、ＵＳＢインターフェース４、ＵＳＢ制御部１１を経由して、ＰＣ３００よりメモ
リカード２２に対する画像データの書込指示を受けると、システム制御部７８は、ＰＣ３
００から送信される画像データをＵＳＢ制御部１１により受け取り、メモリカード２２に
書込可能なデータに変換してカード制御部１０の制御の下でメモリカード２２に書き込む
ことができる。
【００４０】
　ＵＳＢインターフェース４から端子３に供給される電力が十分でない場合はステップＳ
２６からステップＳ３１に進み、スイッチ７６をオフし、次にステップＳ３２に進み、ス
イッチ７７をオフする。これにより、デジタルビデオカメラ２００への電力供給が停止さ
れる。そしてステップＳ３３に進み、デジタルビデオカメラ２００がバスパワードデバイ
スとして動作していないことを使用者に通知するためにＬＥＤ６１を消灯する。
【００４１】
　以上説明したように第２の実施の形態によれば、主電源からの電力が十分ではなく、Ｕ
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ＳＢインターフェース４からの電力が十分である場合、限定されたブロックのみに電力供
給を行うようにするので、主電源がない場合であって、ＰＣからデジタルビデオカメラ２
００に装着されているメモリカードへの画像データのアクセスが可能となるという効果が
ある。
【００４２】
　また、第２の実施の形態によれば、バスパワーによる電源供給を行うとき、撮像装置本
体に接続される外部機器との間で、特に必要のない動作、例えば画像ブロックや表示ブロ
ックなどをオフ（制限）することで、ＵＳＢが供給可能なバスパワー規格内で動作させる
ことが可能となり、主電源等を撮像装置本体に装着しなくてもダイレクトプリントやカー
ドリーダといった動作を容易に実行することができる。
【００４３】
　また撮像装置本体がバスパワーで動作しているときに、機器本体に設けられた指標（Ｌ
ＥＤ）により、機器自体の撮像機能や画像表示機能がオフ（制限）されている状態を使用
者に容易に認知させることができるという効果がある。
【００４４】
　［他の実施の形態］
　本発明の目的は前述したように、本実施の形態の機能を実現するソフトウェアのプログ
ラムコードを記録した記憶媒体をシステム或は装置に提供し、そのシステム或は装置のコ
ンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出し
実行することによっても達成される。この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコ
ード自体が前述した実施形態の機能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶
した記憶媒体は本発明を構成することになる。このようなプログラムコードを供給するた
めの記憶媒体としては、例えば、フロッピィ（登録商標）ディスク、ハードディスク、光
ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ，ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性のメモリカ
ード、ＲＯＭなどを用いることができる。
【００４５】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実
施の形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピ
ュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部又は
全部を行い、その処理によって前述した実施の形態の機能が実現される場合も含まれる。
【００４６】
　更に、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書きこまれた
後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備
わるＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって前述した実施の形
態の機能が実現される場合も含む。
【００４７】
　尚、本実施の形態では、撮像装置がデジタルビデオカメラ２００の場合で説明したが本
発明はこれに限定されるものでなく、例えばデジタルカメラ、携帯電話、ＰＤＡ端末等の
各種モバイル機器にも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】第１の実施の形態に係るデジタルビデオカメラ２００の構成を示すブロック図で
ある。
【図２】第１の実施の形態におけるデジタルビデオカメラ２００とプリンタとがＵＳＢ接
続された状態を示す図である。
【図３】第１の実施の形態に係るプリンタの構成を示すブロック図である。
【図４】第１の実施の形態のデジタルビデオカメラ２００において実行される電力管理処
理の手順を説明するフローチャートである。
【図５】第１の実施の形態において、デジタルビデオカメラ２００使用者に対してバスパ
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ワーで動作している旨を通知するパネル表示例を示す図である。
【図６】第２の実施の形態に係るデジタルビデオカメラ２００の構成を示すブロック図で
ある。
【図７】第２の実施の形態におけるデジタルビデオカメラ２００とＰＣとがＵＳＢ接続さ
れた状態を示す図である。
【図８】第２の実施の形態のデジタルビデオカメラ２００において実行される電力管理処
理の手順を説明するフローチャートである。

【図１】 【図２】



(10) JP 4502360 B2 2010.7.14

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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